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伊藤 美重子
放送大学東京足立学習センター客員教授

　私は2020年3月にお茶の水女子大学を定年退職し、同年4月より

放送大学東京足立学習センターの客員教授に就任いたしました。こ

の時期はコロナ禍のさなかにあり、学生の皆様との対面での授業は

ままならず、皆様と直接お会いすることもなく、今年度で退任してしま

うことを、たいへん心苦しく思っています。

　私の研究分野は、後漢の許慎によって書かれた中国最古の漢字字

書『説文解字』に関する研究と中国西域・敦煌の仏窟から発見された

古文書、いわゆる「敦煌文書」を資料として、学校や学生に関する文

献を収集して当時当地での学校教育や学生の姿の再現、そして婚礼

や葬儀などの儀式に関する資料を集めて、当時の社会生活を再現す

ることを目指しています。

　字書研究や敦煌文書研究では、多くの文献資料や画像資料を取り

扱うこととなり、それらの資料を実際に自分の目でみて、確認すると

いう作業が必要となります。したがって、ズームでの授業では、多くの

スライドが必要となり、さらに、いくつかの資料を付き合わせるという

作業も、なかなかに困難なものとなります。コロナ以前には、普通にお

こなえたことのありがたさをつくづく感じています。　　　　

　そんな中で、2021年5月23日に東京足立学友同窓会共催での

「敦煌文書について」という題目の講演を、ズームによって実施するこ

とができたことが、客員としてのいささかの貢献と思っています。

　また、私の住居が東京足立学習センターに比較的近いことで、入

試監督の担当、学位授与式に参列したことがありました。学習セン

ターで学ぶ学生の皆様は、様々な環境のもとに、各人各様の学びを

実践されていることに感じ入っています。

　2年という短い期間ではありましたが、所長の猪崎弥生先生そして

職員の皆様には、大変お世話になりました。ありがとうございます。

　そして、東京足立学習センターで学んでいる学生の皆様には、学

習による新たな発見を期待しています。コロナ禍の中、どうぞお大

事に。

退任の挨拶
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退任の挨拶

松 浦  秀 治
放送大学東京足立学習センター客員教授

　2017年4月に放送大学東京足立学習センターの客員教授に就任
してから、早5年が経とうとしています。この間、前所長の柴眞理子先
生、現所長の猪崎弥生先生、脇元幸嗣事務長をはじめ、職員の皆様、
同窓会の皆様には大変お世話になり、何かと支えていただきました。
センターでは、授業等の合間など、リラックスして過ごすことができる
ように配慮してくださり、感謝申し上げます。また、いつも熱心に講義
を聴いてくださり、活発で有意義な質疑応答の場にもしてくださった
受講生の方々に敬意を表します。これまでに10を超える大学で授業
を担当したことがありますが、その中でも得がたい経験であり、あらた
めて対面での講義・講演の重要さを認識した次第です。
　新型コロナウイルスによる状況もありましたが、何とかこの5年間
で、面接授業としては『人類の起源と進化をたどる』と『ヒトの身体特
徴と文化との関係』で計7回、公開講座・自主ゼミ等では、『古さを測
る』を共通項として3回、また『骨から何がわかるか－化石が語る「ヒト
の生」－』などを開くことができました。これらのテーマは一見雑多に
感じられるかもしれませんが、全て私の専門である自然人類学に関
わるもので、各テーマの背景にある観点は、就任の挨拶にも記したこ
とですが、「過去は、単に過ぎたことでも既成概念でもなく、長期的視
野で過去から学ぶことは、たとえ実利にすぐには結びつかなくても、
未来を学ぶことに通じると信じています」ということです。
　人類が誕生してから数百万年が経ちますが、それでもこれは地球
生命史の500分の1以下に過ぎません。これも就任の挨拶で触れまし
たが、この地球生命史の500分の1以下の更に千分の1以下が、文字
記録のある「歴史時代」に相当します。地球生命史はもとより人類史
の基盤となりますが、人類史に限っても、その99.9％以上は文字のな
い「先史時代」が占めています。文字による記録はなくても、人類の生
活の「痕」は残されています。現在の生活や人間そのものを理解する
ために、そうした「過去」が持つ情報は重要だと思います。私の拙い講
義・講演からこうした思いを少しでも伝えることができたのであれば、
望外の喜びです。
　なお、客員教授は今年度で退任いたしますが、面接授業は来年度
まで担当することになり、『人類の起源と進化をたどる』を2学期に予
定しています。その頃には、このコロナウイルスによる世情が落ち着
いていることを祈りつつ、退任の挨拶とさせていただきます。
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2022年度第1学期から
単位認定試験の実施方法が変わります

※詳しくはこちらをご参照ください。 https://www.ouj.ac.jp/hp/webshiken/

重要

　放送大学では、新型コロナウイルスの感染拡大を契機に単位認定試験の実施方法の改善に取り組んでおり、
2022年度第1学期単位認定試験については、Web受験方式（一部科目※については郵送受験方式）にて実施しま
す。実施方法や試験日程が、以下のとおり変更となりますのでご注意ください。

　2021年12月21日から、Web単位認定試験システムの体験版が利用可能になりました。
　実際の受験の際にスムーズに操作できるよう、受験に使用する予定の端末から、2022年度第1学期単位認定試
験期間までに必ず体験版の操作を行ってください。

　ご自宅等にインターネット環境がない、またはパソコンの操作が困難等のご事情があり、Web受験が困難な方は、
所定の期間内に申請を行うことで、学習センター等で受験することができます。
※ただし、「Web受験方式」の科目を学習センター等で受験する場合、以下のことにご注意ください。

【注意事項】
◎「Web受験方式」の科目を学習センター等で受験する場合、「授業科目案内」及びシステムWAKABAに記載の試験日・時限に受験する

必要があります。
◎学習センター等で受験する場合でも、原則として「試験問題の閲覧」及び「択一式の解答」は、学習センター等のパソコンを用いてご自身

で行っていただきます。（記述式の解答のみ解答用紙で行います。）

◎自宅等から、インターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスし、問題閲覧・解答提出を行います。
◎１科目50分の制限時間があります。（一時停止不可、1科目1回のみ受験可能）
◎科目ごとに「択一式」「記述式」「（択一式と記述式の）併用式」のいずれかの形式で出題されます。
☆択一式問題　選択肢をクリックすることで解答します。
☆記述式問題　解答記入欄に文字入力することで解答します。

2022年7月15日㈮9：00～ 7月26日㈫17：00まで
※一部科目のみ／郵送受験方式（提出期間）：2022年7月15日㈮～7月26日㈫《必着》

2022年度
第1学期

【試験日程】

Web受験方式（試験期間）

Web受験方式

◎7月上旬ごろ大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、郵送で解答を提出します。
◎試験時間の制限は行いません。

郵送受験方式

Web単位認定試験体験版について （2021年12月21日～試験期間前）

Web受験が困難な場合の学習センター受験申請について

※ログインID・パスワード（システムWAKABAと共通）の入力が必要です。
※システムWAKABA「学内リンク」からもアクセスできます。

Web単位認定試験体験版アクセス方法
●Web単位認定試験システム（在学生用）

在籍中の方の場合

※入学前の方（在籍していない方）は、入学許可書到着後、単位認定試験期間前
までに必ず「在籍中の方の場合」の方法でアクセスできるか確認してください。

●Web単位認定試験体験版（ゲスト用）入学前の方・在籍して
いない方の場合

学習センター受験申請方法
学習センター等での単位認定試験受験を希望する方は、下記の通り郵送で申請してください。

学習センター受験申請書（印刷教材等に同封※）
※印刷教材の発送がない方の場合「番組ガイド」等に同封します

2022年4月1日㈮～2022年5月23日㈪ 《必着》

申請様 式

申請期 間

〒261―8586 千葉市美浜区若葉2―11　放送大学  学務部学生課  単位認定試験係  行申請宛 先

※「正多面体と素数（′21）」（記述式）、「日本美術史の近代とその外部（′18）」（記述式）、
　「量子化学（′19）」（併用式）の3科目のみ
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教務スケジュール（2022年4月～8月）

※教務スケジュールや申請手続き等の詳細は「学生生活の栞2022年度」を参照してください。

4  月 5  月 6  月 7月～8月

放
送
・
面
接
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

（
教
養
学
部
）卒
業
研
究

4/1㊎ 7/15㊎

〈～9/30㊎〉

7/14㊍放 送 授 業 期 間

4/5㊋ 8/31㊌オ ン ラ イン 授 業 期 間

4/16㊏

4/1㊎～

7/31㊐

6/上旬～

面 接 授 業 開 講 期 間

集中放送期間

【郵 送】5/16㊊～5/31㊋ 必着
【WEB】5/  9㊊～5/31㊋ 17：00まで

通信指導提出期間

4月上旬
卒業研究履修

許可通知

単位認定試験期間

7/20㊌～8/4㊍

放 送 授 業 期 間【郵送】5/1㊐～5/31㊋
出題及び科目登録受付期間

新学期がスタートしました。学習センターのパソ
コンで、授業を視聴することができます。授業の
予習・復習に学習センターをご利用ください。

通信指導を締切までに提出
し、合格しないと、単位認定試
験が受験できません。5/6㊎に
なっても問題冊子が届かない
場合は本部サポートセンター
へご連絡ください（Web通信
指導のみの科目を除く）。

★オンライン授業は、学習スケジュールや課題内
容、卒業要件上の単位区分が科目によって異な
ります。各科目のシラバス及びシステム
WAKABAや各科目のページに掲載されるお知
らせにはよく注意して学習を進めてください。

卒業研究は履修しなくても卒業要件を満たせ
ば自動的に卒業となります。
2023年度の卒業研究履修希望者は、単位修得
を計画的に行ってください。

面接授業追加登録期間
◎空席発表日：4/16㊏12：00～（予定）
◎追加登録期間：4/21㊍～　科目毎に定められた追加登録受付期限日まで
※手続きについての詳細は、「2022年度第1学期面接授業追加登録のご案内」を必
ず確認してください。
※新型コロナウィルス感染症の感染拡大に伴い、日程や受講方法が変わることがあります。

卒業研究履修 ※研究報告書の提出期限は11月上旬を予定

「2023年度卒業研究の手引き」
及び申請書　配布開始

2022年度
卒業研究
履修者

2023年度
卒業研究

履修希望者

（夏季集中）
司書教諭
科　目

（教養学部／
大学院修士

選科生・科目生）
10月入学
希望者

（大学院）
修士・博士

全科生
2023年度
入学希望者

ご注意ください！

学
生
募
集

2022年度
募集要項配布開始

◆2022年度第2学期（10月入学生）募集要項配布
　及び出願受付【教養学部及び修士選科生・科目生】

第1回募集　6月10日㊎～8月31日㊌
第2回募集　9月  1日㊍～9月13日㊋
※郵送の場合の出願は大学本部締切必着。
　インターネットでの出願は締切日の17時（予定）まで受付。

◆2023年度（4月入学）募集要項
配布開始：6月10日㊎～
出願受付期間：8月15日㊊～8月26日㊎
※郵送の場合の出願は大学本部締切必着。
　インターネットでの出願は締切日の17時（予定）まで受付。
　（博士全科生は郵送出願のみ。）

10月入学の学生募集が始まります。
皆様のご家族・ご友人に放送大学を

ご紹介ください♪

【大学院・学部】
7/15㊎～26㊋ 自宅受験
大学本部への郵送（一部の科目）
7/26㊋ 必着

★6月19日日卒業研究ガイダンス
履修を計画中の方はぜひご参加ください。



2022.3.31  放送大学東京足立学習センター機関誌  葦立  第65号

6

信指導について
通信指導とは？…… 学期の途中に提出しなければならない中間試験のようなものです。

通

放送授業と一部のオンライン授業科目について、授業の一部として各学期の途中に１回一定の範
囲で出題され、その答案を提出して担当教員の添削指導を受けることです。

問題は原則、印刷教材（テキスト）と同時に送付されます。内容は、概ね放送授業7～8回終了時点まで
の内容になっています。また、インターネット（web通信指導）でも提出可能です。（※一部の科目を除く。）

通信指導の結果により、単位認定試験の受験資格を得ることができます。
未提出あるいは期限までに提出しなかった場合は、評価対象とはなりませんのでご注意ください。

提出期間

添削結果
返送時期

（提出期限を過ぎると受理されませんので余裕を持って提出してください。）

【郵便】

【Web通信指導】

5月16日㈪～5月31日㈫  《大学本部必着》

2022年7月上旬

5月9日㈪ 10：00 ～ 5月31日㈫ 17：00

《添削結果が以下の未着期限までに届かない場合は、大学本部にお問い合わせください。》
①択一式科目（併用式科目の択一部分）…… 7月11日㈪
②記述式科目（併用式科目の記述部分）…… 7月14日㈭

　図書室・視聴学習室の利用、単位認定試験受験の際には学生証が必要です。学生証は入学日以降に窓
口での受け取り、または、郵送での受け取りができます。
※状況により変更することがありますので、当センターHPをご確認ください。

　入学許可書または、有効期限切れの学生証をお持ちください。

事務室からのお知らせ

学生証の交付・更新について

窓口での受け取り

　任意様式に氏名、学生番号、電話番号を記入の上、下記（3点）を同封して東京足立学習センター宛に
郵送してください。
　●入学許可書のコピーまたは、有効期限切れの学生証
　●身分証明書のコピー（顔写真付きのもの）　※有効期限切れの学生証同封の場合は不要
　●返信用封筒（宛先を明記の上、244円分の切手を貼付）

郵送での受け取り

2年間

1年間

半年間

全科履修生

選科履修生

科目履修生

学生証には有効期限があり、更新が必
要です。有効期限は、学生証の左下
（写真下部）に記載されており、有効期
限の翌日から更新可能です。


